
今
日
的
な
教
育
課
題
へ
の
対
応

● �小学校で学習した1,026字，中学校で学
習する1,110字の「行書」に加えて，�
「楷書」を新たに掲載。
● �「漢字の部分による分類」に加えて，�
５0音順の索引（ｐ.126～128）を新たに
掲載し，検索機能がさらに高まりました。

● �色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色やレイ
アウト，表現方法（ユニバーサルデザインフォント）
などの工夫により，すべての生徒にとって学びやす
い紙面づくりに配慮しています。

● �書写の知識・理解の定着を図るため
の問題を掲載しました。

● �身のまわりで見られる書や，先人の書の味わ
い深さを実感できるコラム，地域のシンボル
である城址写真のコラムなど，多角的な視点
での文字資料を多数掲載しています。

四

　

 

　次
の
ア
〜
エ
の
行
書
で
書
か
れ
た
漢
字
の
う
ち
、
楷か

い

書し
ょ

で
書
か
れ

た
場
合
と
比
べ
て
、
筆
順
が
変
化
し
て
い
る
も
の
と
、
点
画
が
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。そ
れ
ぞ
れ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

筆
順
が
変
化

し
て
い
る
も
の

点
画
が
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の

五

　

 

　次
の
ア
・
イ
の
楷
書
を
行
書
で
、
ウ
・
エ
の
行
書
を
楷
書
で
書
き

な
さ
い
。

　
　ア

　電
話
の
伝
言
メ
モ

　
　イ

　入
学
願
書

　
　ウ

　親
し
い
人
へ
の
手
紙

六

　

 

　次
の
ア
〜
ウ
の
中
で
、行
書
で
書
く
べ
き
で
は
な
い
の
は
ど
れ
か
。

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

　鉛え
ん

筆ぴ
つ

　
　
　イ

　大
筆

　

ウ

　ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　エ

　サ
イ
ン
ペ
ン

　

ア

　

 

宛あ
て

名な

は
中
央
に
小
さ
め
に
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏
名

は
こ
の
位
置
に
も
っ
と
大
き
く
書
く
。

イ

　

 

宛
名
は
こ
の
位
置
に
大
き
く
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏

名
は
こ
の
大
き
さ
で
も
っ
と
下
げ
て
書
く
。

ウ

　

 

宛
名
は
大
き
く
中
央
に
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏
名
は

こ
の
大
き
さ
で
も
っ
と
下
げ
て
書
く
。

八

　

 

　次
の
も
の
を
書
く
時
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
筆
記
用

具
は
ど
れ
か
。
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

校
内
掲け

い

示じ

ポ
ス
タ
ー

七

　

 

　次
の
は
が
き
の
表
書
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
直
せ
ば
よ
い
か

適
切
と
思
う
も
の
を
ア
〜
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

イ

ウ

エ

② 

立
て
看
板

アウ

イエ

岩い
わ

国く
に

市

　石い
し

狩か
り

市

　花は
な

川か
わ

北き
た
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N
N

鳥
と っ

取
と り

県 若
わ か さ

桜鬼
お に

ケ城跡

31

広
ひ ろ

島
し ま

県 広島城

34

岡
お か

山
や ま

県 津
つ

山
や ま

城跡

33

島
し ま

根
ね

県 松
ま つ

江
え

城

32

山
や ま

口
ぐ ち

県 萩
は ぎ

城趾

35

和
わ

歌
か

山
や ま

県 和歌山城

30

奈
な

良
ら

県 多
た

聞
も ん

城跡

29

兵
ひょう

庫
ご

県 姫
ひ め

路
じ

城

28

大
お お

阪
さ か

府 大阪城址

27

熊
く ま

本
も と

県 鞠
き く

智
ち

城跡

43

大
お お

分
い た

県 岡
お か

城址

44

宮
み や

崎
ざ き

県 飫
お

肥
び

城

45

鹿
か ご し ま

児島県 鶴
つ る

丸
ま る

城跡

46

沖
お き

縄
な わ

県 勝
か つ

連
れ ん

城跡

47

福
ふ く

岡
お か

県 小
こ

倉
く ら

城

40

佐
さ

賀
が

県 名
な

護
ご

屋
や

城

41

長
な が

崎
さ き

県 島
し ま

原
ば ら

城

42

27

26 25

24
29

28

30

1

7

6 4

3

2

5

10

11
8

9

13
1214

18
21

17
16

15

20

19

2223

44

45

43

46

40
41

42

47

（
○
＝
で
き
た

　△＝
も
う
少
し
）

身
の
ま
わ
り
の
文
字
の
表
現
効
果
に
つ
い
て

考
え
た
か
。

徳
と く

島
し ま

県 徳島城跡

36

香
か

川
が わ

県 丸
ま る

亀
が め

城跡

37

愛
え ひ め

媛県 松
ま つ

山
や ま

城跡

38

高
こ う

知
ち

県 高知城

39

ど
の
よ
う
な

書
体
か
な
？

振ふ

り
返
ろ
う

31

33

37

36
39

38

34
35

32
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野の

口ぐ
ち

シ
カ

宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

岩い
わ

手て

県
に
生
ま
れ
た
詩
人
。
詩
集
に

『
春
と
修し
ゅ

羅ら

』、
童
話
に
『
注
文
の

多
い
料
理
店
』『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

な
ど
が
あ
る
。

（
明
治
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
九
六
〜
一
九
三
三
）

東
京
生
ま
れ
の
作
家
。
代
表
作
に

『
こ
こ
ろ
』『
坊ぼ

っ
ち
ゃ
ん
』

な
ど
が
あ
る
。

（
江
戸
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）

林
りん
風
ぷう
舎
しゃ
蔵（岩手県）

野口英世記念館蔵（福島県）

「おまイの○し
出
せ
世
にわ

○みなたまげました
……」ではじまる。
野口英世の母シカが，
アメリカ留学中の息
子に宛

あ
てた手紙。読

み書きのできなかっ
た母は，長年会えな
い息子の身を案じ手
紙を書き送った。

手帳に記された『雨ニモマケズ』の草
そう
稿
こう
（メモ）。漢字交じりの片

かた
仮
か
名
な
書き

で記されている。

野口英世記念館蔵（福島県）

福ふ
く

島し
ま

に
生
ま
れ
た
。

医
師
の
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

の
母
。

（
江
戸
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
五
三
〜
一
九
一
八
）

「則
そく
天
てん
去
きょ
私
し
」は，漱石が理想とした境地。

そくてんきょ し

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ

モ

　マ
ケ
ヌ

　
　丈ぢ

や
う

夫ぶ

ナ
カ
ラ
ダ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　モ
チ

慾よ
く

ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋い
か

ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ヅ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　ヰ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

　味み

噌そ

ト
少
シ
ノ

　
　
　
　
　野
菜
ヲ
タ
ベ

（
ジ
ョ
ウ
）

（
ズ
）

（
イ
）
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漢字一覧表（p.113 ～ 125）
（3年p.97）

（2年p.57）

外国にルーツをもつ子どもや
特別支援教育のへ配慮 
基本点画の名称とわかりやすい�
筆使いを掲載することによって，
文字の基本的な書き方がいつでも
確認できます。

筆
使
い 

―
基
本
点
画
―

1基
本
点
画
の
種
類

「
●
」
で
は
、
筆
を
止
め
る
。

     

は
、
穂ほ

先さ
き

の
向
き
を
表
す
。

                

は
、
筆ひ

つ

圧あ
つ

を
表
す
。

　

     

が
、
い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
。

「
始し

筆ひ
つ

・
送そ

う

筆ひ
つ

・
終し

ゅ
う

筆ひ
つ

」
は
、

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

一
度
止
め
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
は
ね
る
。

始筆
は
ね

止
め

送筆 終筆

書くときの力の入れ方のこと。筆圧を
強めたり弱めたりすることで，いろい
ろな太さの線を書くことができます。

穂先の向き
楷書の穂先の向きは，
いつも左ななめ約４５°。

筆圧

弱い

強い

筆圧に注意して書こう。

もう少し力を入れると

強く力を入れると

少し力を入れると

の
力 

の
力 

の
力 

細
い
線

太
い
線

中
く
ら
い
の
線

筆圧の違い

横
画

縦
画

基
本
的
な
筆
の
使
い
方
を
理
解
し
、
書
い
て
み
よ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

で
書
こ
う

一

14

中書_P14-15_筆つかい.indd   14 2019/04/23   8:21

筆使い―基本点画―（1年p.14）

書写テストで確認（p.109）

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
書
の
特と

く

徴ち
ょ
う

―

7横
画
か
ら
横
画
へ

右
払は

ら

い
・
左
払
い
、
点

変
化

直
線
的
・
角
ば
っ
て
い
る

曲
線
的
・
柔や

わ

ら
か
い

右
払
い
・
左
払
い

点

連
続

行
書
の
特
徴
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

ま
と
め
で
次
の
言
葉
を
行
書
で
書
い
て
、

確か
く

認に
ん

し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

保
険

権
利

技
術

税
金

教
師

規
律

楷か
い 

書し
ょ

行 

書

点
画
の
特
徴

全
体
の
印
象

2
番
号
は
書
く
順

1 12

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
て
き
た
行
書
の
特
徴
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

目
標

52

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
へ
ん
の
部
分
）

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
つ
く
り
の
部
分
）

中書_P52-53_身近な行書.indd   52 2019/04/23   8:26

判読しやすい配色です。
専門機関の認証を得ています。

 カラーユニバーサル 
デザイン

書
写
の
学
習
を

生
か
し
て

書
き
た
い
ね
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

意
見
を
交こ

う

換か
ん

し
よ
う
。

筆
使
い
を
見
て

意
見
を
交
換
し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

筆
使
い
に
つ
い
て

話
し
合
い
に
は
書
写
の

学
習
用
語
を
使
お
う

横
画

　縦
画

は
ね

　右
払は
ら

い

　左
払
い

折
れ

　曲
が
り

　そ
り

　点

始し

筆ひ
つ

　送そ
う

筆ひ
つ

　終し
ゅ
う

筆ひ
つ

字
形

　文
字
、
行
の
中
心

字
間

　行
間

筆
圧
な
ど

ど
の
部
分

長
す
ぎ
る

　短
す
ぎ
る

太
す
ぎ
る

　細
す
ぎ
る

大
き
す
ぎ
る

　小
さ
す
ぎ
る

広
す
ぎ
る

　狭せ
ま

す
ぎ
る

そ
ろ
っ
て
い
る

　そ
ろ
っ
て
い
な
い

強
す
ぎ
る

　弱
す
ぎ
る

ど
う
な
っ
た

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

  

点
画
の
書
き
方
。

  

字
形
が
整
っ
て
い
る
か
。

  

中
心
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
。

  

紙
面
に
対
す
る
ま
と
め
方
。

  

書
く
速
さ
や
筆ひ

つ

圧あ
つ

。

  

穂ほ

先さ
き

の
動
き
は

　どう
な
っ
て
い
る
か
。

  

空
中
で
の
筆
の
動
き
は
ど
う
か
。

「
木
」
の
二
画
め
の
終
筆
は
、

は
ね
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

次
の
画
を
意
識
し
て

書
い
た
か
な
。

学
習
や
日
常
生
活
に
生
か
そ
う 学

習
カ
ー
ド
の
例

 

相そ
う

互ご

評
価
を
し
よ
う

 

話
し
合
い
活
動
を
と
お
し
た
学
び
方

う

　標
目

 

。
う
こ
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
と
続
連
の
画
点

き
書
め
と
ま

）
書
行
（

想
感

書
科
教
（

 

46

47

書
科
教
（

 

46

47

　
　年

一

 

組

　
　
　
　

 

番

う
ろ
返
り
振
●

△
し
少
う
も
　
　
○
た
き
で

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
続
連
の
画
点
・

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
の
画
点
・

（　  月　 日）（　  月　 日）

う
よ
み
て
い
書
で
書
行
　
三

変
と
続
連
の
画
点
④
　
　

化
1

」
木
大
「　
　

）
書
楷
（
き
書
し
試

が
　
　
　
め
た

か
い

）
書
行
（
き
書
し
試

ふ
自分の
目標

自分の
目標

学習カードに
書き込

こ
んだり，

書いた文字を
拡大したりして
発表し合おう。

試
し
書
き
と
ま
と
め
書
き
と
を
比
べ
て
、

よ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う
。

9
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読みやすさに配慮した
UDフォントを使用しています。

ユニバーサル
デザインフォント

（p.9）

（2年p.52）

● �環境保全として，「クリーン大作戦」のポスター例や，
森林保護を題材とした図解の例を掲載し，次世代に�
生きる生徒の育成を支援します。

7S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み 

す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
の 

学
び
や
す
さ
に
配
慮 

書
写
テ
ス
ト
で
確
認 

小
学
校
・
高
等
学
校
と
の
円
滑
な
接
続 漢

字
一
覧
表
が

さ
ら
に

使
い
や
す
く 

日
本
の
文
字
文
化
の
担
い
手
と
し
て 

【小学校】
● �小学校で学習した漢字�
1,026字を掲載しています。

● �基本点画や朱墨の図版など，�
小・中学校で同様の図版を�
掲載しています。

【高等学校】
● �行書の導入として，名筆「風信
帖」を扱ったり，行書と仮名の
調和の学習の発展として短冊
や色紙を扱ったりしています。

クリーン大作戦
　地球環境を守るために，私たちができる
ことの第一歩として，地域の清掃活動を
行います。 ふるってご参加ください。

記

１　日　　時 12月17日（土）午前9時から
２　集合場所 青葉中学校正門前
３　持 ち 物  ① ごみ袋
 ② 軍手
４　そ の 他  雨天中止

 美化委員会

　案
内
し
た
い
内
容
に
応
じ
た
、
効
果
的
な
配
列
を
考
え
て
書
こ
う
。

一行に何文字
入るかを
考える。

楷書は，整然と
して読みやすい。
行書は，柔

やわ

らか
い印象を受ける。

パソコンで作った
ポスターでも，
伝えたい部分は
手書きを添

そ

えると
より気持ちが伝わり
やすい。

環か
ん

境き
ょ
う

　清せ
い

掃そ
う

活
動

　

ご
み
袋ふ
く
ろ

　終し
ゅ
う

了り
ょ
う

　皆み
な

様さ
ま

タイトルは，大きさや色使いなどで目だたせる工夫をする。

書き出しの
位置を
そろえる。

　伝
え
た
い
こ
と
を
効
果
的
に
伝
え
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
構
成
を
工く

夫ふ
う

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

考
え
よ
う

掲け

い

示じ

物ぶ

つ（
ポ
ス
タ
ー
）に
案
内
を
書
く

学
習
活
動
や
日
常
生
活
に
生
か
し
て
書
こ
う

三

書
く
と
き
の
留
意
点

 

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、
鉛え

ん

筆ぴ
つ

で
下
書
き
す
る
と

ま
と
め
や
す
い
。

 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
行
間
の
取
り
方
を
工
夫
す
る
。

 

文
字
の
大
き
さ
や
色
使
い
な
ど
を
工
夫
す
る
。

楷か
い

書し
ょ

行
書

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

サ
イ
ン
ペ
ン

84
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学習活動や日常生活に生かして書こう（2年p.84）

筆
使
い 

―
基
本
点
画
―

1基
本
点
画
の
種
類

「
●
」
で
は
、
筆
を
止
め
る
。

     

は
、
穂ほ

先さ
き

の
向
き
を
表
す
。

                

は
、
筆ひ

つ

圧あ
つ

を
表
す
。

　

     

が
、
い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
。

「
始し

筆ひ
つ

・
送そ

う

筆ひ
つ

・
終し

ゅ
う

筆ひ
つ

」
は
、

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

一
度
止
め
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
は
ね
る
。

始筆
は
ね

止
め

送筆 終筆

書くときの力の入れ方のこと。筆圧を
強めたり弱めたりすることで，いろい
ろな太さの線を書くことができます。

穂先の向き
楷書の穂先の向きは，
いつも左ななめ約４５°。

筆圧

弱い

強い

筆圧に注意して書こう。

もう少し力を入れると

強く力を入れると

少し力を入れると

の
力 

の
力 

の
力 

細
い
線

太
い
線

中
く
ら
い
の
線

筆圧の違い

横
画

縦
画

基
本
的
な
筆
の
使
い
方
を
理
解
し
、
書
い
て
み
よ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

で
書
こ
う

一

14
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『中学書写』（1年p.14）

『小学書写�六年』（p.5）
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